
(57)【要約】

【課題】従来の折り畳み立体トラスと比べ、特殊加工個

所が少なく、コスト的にも有利な軽量ボックストラスを

提供して、支保工や作業ステージ等の仮設設備、倉庫、

車庫、展示場または施設設備等の構築物の施工や解体を

容易とする。

【解決手段】平行な４本の主管、対向面側で２本の主管

に溶接した束材及び両方向の斜材、その面と直交面側で

２本の主管に回動可能にピン及びボルト結合した一方向

の斜材を備え、その一方向の斜材をボルト結合部で主管

に沿うように回動させて折り畳んだ状態で収納・輸送・

仮置き可能であり、現場において、前記一方向の斜材が

ピン及びボルト結合された面側で２本の主管にピン及び

ボルト結合して束材及び他方向の斜材を固定するととも

に、前記一方向の斜材と主管とのピン及びボルト結合部

を固定して形成される各種寸法の軽量ボックストラスを

用いて、柱及び梁を組み上げることにより仮設設備等を

構築する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
互 い に 平 行 な ４ 本 の 主 管 と 、 互 い に 対 向 す る 面 側 で ２ 本 の 主 管 に そ れ ぞ れ 溶 接 し た 束 材 及
び 両 方 向 の 斜 材 と 、 そ の 面 と 直 交 す る 面 側 で ２ 本 の 主 管 に そ れ ぞ れ 回 動 可 能 に ピ ン 及 び ボ
ル ト 結 合 し た 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 と を 備 え 、 そ の 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 を ボ ル ト 結
合 部 で 主 管 に 沿 う よ う に 回 動 さ せ て 折 り 畳 ん だ 状 態 で 収 納 ・ 輸 送 ・ 仮 置 き 可 能 な 各 種 寸 法
の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス で あ っ て 、
現 場 に お い て 、 前 記 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 が ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 さ れ た 面 側 で ２ 本 の 主
管 に そ れ ぞ れ ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 し て 束 材 及 び 他 方 向 の 斜 材 ま た は 両 方 向 の 束 材 を 固 定 す
る と と も に 、 前 記 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 と 主 管 と の ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 部 を 固 定 し て 形
成 さ れ る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 用 い 、
軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 接 続 し て 柱 及 び 梁 を 組 み 上 げ る こ と に よ り 、 支 保 工 や 作 業 ス テ ー ジ
等 の 仮 設 設 備 、 倉 庫 、 車 庫 、 簡 易 展 示 場 ま た は 防 護 設 備 等 と し て 構 築 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス に よ り 組 み 上 げ ら れ る 柱 と 梁 は 、 ボ ッ ク ス 状 に 主 管 を 接 合 し て な
る 交 差 ブ ロ ッ ク を 介 し て 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ
ス シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
屋 根 ト ラ ス 、 ボ イ ラ 鉄 骨 等 を 架 構 す る た め に 用 い ら れ 、 上 下 弦 材 、 斜 材 、 束 材 か ら な る 梁
状 ト ラ ス と し て 、 弦 材 に 沿 っ て 斜 材 及 び 束 材 を 重 ね る よ う に 折 り 畳 み 可 能 と し た 平 面 ト ラ
ス は 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
ま た 、 平 行 す る ４ 本 の 主 管 の 隣 接 相 互 間 に 斜 材 及 び 束 材 を 架 設 し た 方 形 の 立 体 ト ラ ス に お
い て 、 そ の 方 形 の 面 内 方 向 に 折 り 畳 み 可 能 な パ ン タ グ ラ フ 状 に 組 ん だ 折 り 畳 み 立 体 ト ラ ス
も 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － ２ ２ ５ ４ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － ２ ４ ２ ３ ５ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 特 許 文 献 ２ の 折 り 畳 み 立 体 ト ラ ス は 、 そ の 方 形 の 面 内 方 向 に 折 り 畳 み 可 能 と す る
複 雑 な パ ン タ グ ラ フ 構 造 の た め 、 特 殊 加 工 個 所 が 多 く 、 コ ス ト が 嵩 む も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 従 来 の 折 り 畳 み 立 体 ト ラ ス と 比 べ 、 特 殊 加 工 個 所 が 少 な く 、 コ ス ト 的 に
も 有 利 な 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 提 供 し て 、 支 保 工 や 作 業 ス テ ー ジ 等 の 仮 設 設 備 、 倉 庫 、 車
庫 、 展 示 場 ま た は 施 設 設 備 等 の 構 築 物 の 施 工 や 解 体 を 容 易 と す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、
例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
互 い に 平 行 な ４ 本 の 主 管 と 、 互 い に 対 向 す る 面 側 で ２ 本 の 主 管 に そ れ ぞ れ 溶 接 し た 束 材 及
び 両 方 向 の 斜 材 と 、 そ の 面 と 直 交 す る 面 側 で ２ 本 の 主 管 に そ れ ぞ れ 回 動 可 能 に ピ ン 及 び ボ
ル ト 結 合 し た 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 と を 備 え 、 そ の 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 を ボ ル ト 結
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合 部 で 主 管 に 沿 う よ う に 回 動 さ せ て 折 り 畳 ん だ 状 態 で 収 納 ・ 輸 送 ・ 仮 置 き 可 能 な 各 種 寸 法
の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス で あ っ て 、
現 場 に お い て 、 前 記 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 が ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 さ れ た 面 側 で ２ 本 の 主
管 に そ れ ぞ れ ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 し て 束 材 及 び 他 方 向 の 斜 材 ま た は 両 方 向 の 束 材 を 固 定 す
る と と も に 、 前 記 一 方 向 の 斜 材 ま た は 束 材 と 主 管 と の ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 部 を 固 定 し て 形
成 さ れ る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 用 い 、
軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 接 続 し て 柱 及 び 梁 を 組 み 上 げ る こ と に よ り 、
例 え ば 、 図 １ 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ ま た は 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ に 示 す よ う に 、
支 保 工 や 作 業 ス テ ー ジ 等 の 仮 設 設 備 、 倉 庫 、 車 庫 、 簡 易 展 示 場 ま た は 防 護 設 備 等 と し て 構
築 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の 利 点 が 得 ら れ る 。
１ ） 軽 量 化 し た ト ラ ス 部 材 構 成 で あ る た め 、 人 力 で の 組 み 立 て が 容 易 で あ る 。
２ ） 各 種 パ ー ツ が 揃 っ て い る た め 、 任 意 の 形 状 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
３ ） 標 準 ボ ッ ク ス ト ラ ス は 折 り 畳 み が で き る た め 、 収 納 ス ペ ー ス を 取 ら ず 、 輸 送 効 率 が 向
上 し 、 コ ス ト を 低 減 で き る 。
４ ） 交 差 ブ ロ ッ ク を 用 い る こ と で 、 し っ か り と し た 立 体 ト ラ ス 構 成 で あ る た め 、 比 較 的 重
荷 重 に 耐 え る こ と が で き る 。
５ ） 主 要 部 材 構 成 が 足 場 パ イ プ と 同 径 の 主 管 ４ 本 で あ り 、 仮 受 け 支 保 工 ・ 大 ス パ ン 足 場 な
ど の 仮 設 設 備 に 適 用 で き 、 既 存 の 市 販 金 具 も 利 用 で き る た め 、 一 般 的 な 建 設 現 場 で 複 合 的
に 利 用 す る こ と が で き 、 使 用 用 途 が 広 い 。
６ ） 工 事 現 場 の 仮 設 設 備 の み な ら ず 、 一 般 的 な 倉 庫 ・ 車 庫 ・ 簡 易 展 示 場 等 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 １ に 記 載 の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム で あ っ て 、
前 記 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス に よ り 組 み 上 げ ら れ る 柱 と 梁 は 、
例 え ば 、 図 １ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、
ボ ッ ク ス 状 に 主 管 を 接 合 し て な る 交 差 ブ ロ ッ ク を 介 し て 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス に よ り 組 み 上 げ ら れ る 柱 と 梁 を 、 ボ
ッ ク ス 状 に 主 管 を 接 合 し て な る 交 差 ブ ロ ッ ク に よ り 強 固 に 結 合 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 第 １ の 実 施 形 態 〕
図 １ は 本 発 明 の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム を ロ ン グ ス パ ン 足 場 防 護 設 備 １ に 適 用 し た 実
施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 こ の ロ ン グ ス パ ン 足 場 防 護 設 備 １ は 図 ２ 以 降 に 示 す 軽 量 ボ ッ ク
ス ト ラ ス １ １ 等 に よ り 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ２ は 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ を 示 し た も の で 、 ４ 本 の 主 管 １ ０ １ 、 溶 接 面 側 の 束
材 １ ０ ２ 及 び 斜 材 １ ０ ３ 、 ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 面 側 の 束 材 １ ０ ６ 及 び 斜 材 １ ０ ７ 、 １ ０ ８
、 ボ ッ ク ス 断 面 内 の 斜 材 １ ０ ９ よ り 構 成 さ れ て い る 。 実 施 例 で は 、 主 管 １ ０ １ と し て 一 般
の 足 場 パ イ プ と 直 径 （ 外 径 ） が 同 一 （ ４ ８ ． ６ ｍ ｍ ） の 鋼 管 が 用 い ら れ て お り 、 束 材 １ ０
２ 、 １ ０ ６ 及 び 斜 材 １ ０ ３ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ と し て は 主 管 １ ０ １ よ り 細 い 直 径 （ 外 径 ） ２
７ ． ２ ｍ ｍ の 鋼 管 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ は 主 管 １ ０ １ の 長 さ が ３ ７ ４ ０ ｍ ｍ の も の で 、 施 工 状 態 に
お い て 、 ４ 本 の 主 管 １ ０ １ を 縦 横 ６ ０ ０ ｍ ｍ の 四 隅 に 配 置 し た 構 成 と な っ て い る 。 主 管 １
０ １ に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 ３ 本 の 束 材 １ ０ ２ と 両 方 向 計 ８ 本 の 斜 材 １ ０ ３ が
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溶 接 さ れ て い て 、 両 端 部 に ２ 個 の 結 合 孔 １ ０ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 主 管 １ ０ と 両
側 の 束 材 １ ０ ２ と の 交 差 部 に 補 強 材 取 付 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ が 溶 接 し て 備 え ら れ て い る 。
そ し て 、 主 管 １ ０ １ に は 、 相 対 向 す る ２ 面 側 に お い て 、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 ５ 個
ま た は ７ 個 の 束 材 ・ 斜 材 取 付 用 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ５ が 溶 接 し て 備 え ら れ て い る 。 こ れ ら の ブ
ラ ケ ッ ト １ ０ ５ に ３ 本 の 束 材 １ ０ ６ と 両 方 向 計 ８ 本 の 斜 材 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ が ピ ン 及 び ボ ル
ト 結 合 さ れ て い る 。
さ ら に 、 主 管 １ ０ １ に は 、 ボ ッ ク ス 断 面 の 対 角 線 上 に お い て 、 ３ 個 の 斜 材 取 付 ブ ラ ケ ッ ト
（ 図 略 ） が 溶 接 し て 備 え ら れ て お り 、 そ の ブ ラ ケ ッ ト に 、 図 ２ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 ３
本 の 斜 材 １ ０ ９ が ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ を 用 い て 折 り 畳 み 状 態 か ら の 組 み 立 て 順 序 を 示 し た
も の で 、 先 ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 し た 折 り 畳 み 状 態 に お い て 、 ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 面 側 の 主
管 １ ０ １ は 、 上 下 各 々 で 一 方 向 ４ 本 の 斜 材 １ ０ ７ の み が 連 結 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 軽
量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ は 折 り 畳 ん だ 状 態 で 収 納 ・ 輸 送 ・ 仮 置 き 可 能 と な っ て い る 。
そ し て 、 組 み 立 て る 場 合 は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 溶 接 面 側 の 主 管 １ ０ １ を 互 い に
開 い て か ら 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 し た よ う に 、 ボ ッ ク ス 端 面 内 で 対 角 線 上 に お い て ３ 本 の 斜 材
１ ０ ９ を ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 す る 。 続 い て 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 し た よ う に 、 上 下 各 々 で ３ 本
の 束 材 １ ０ ２ を 主 管 １ ０ １ に ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 す る 。 引 き 続 き 、 図 ３ （ ｅ ） に 示 し た よ
う に 、 上 下 各 々 で 他 方 向 ４ 本 の 斜 材 １ ０ ８ を ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 す る 。
そ の 後 、 全 ボ ル ト を 締 め 付 け 固 定 す る こ と で 、 図 ３ （ ｆ ） に 示 し た よ う に 、 第 １ の 軽 量 ボ
ッ ク ス ト ラ ス １ １ の 組 立 が 完 了 す る 。 以 上 の 組 立 と 逆 の 手 順 で 分 解 ・ 折 り 畳 み を 行 う 。
な お 、 ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 に お い て 、 斜 材 ・ 束 材 の 一 端 が ボ ル ト 結 合 で 他 端 が ピ ン 結 合 と
な っ て い る 。 そ し て 、 斜 材 ・ 束 材 は 、 折 り 畳 み 状 態 で は 一 端 に 備 え た ピ ン に よ る 結 合 を 解
放 し て 他 端 の ボ ル ト 結 合 部 で 回 動 可 能 で あ る 。 ま た 、 一 端 に 備 え た ピ ン は 、 取 付 孔 に 挿 入
す る と 、 内 蔵 し た ス ト ッ パ が 板 バ ネ に よ り 横 に 突 出 し て 抜 け 止 め が 行 わ れ る 。 取 り 外 す 場
合 は 、 ス ト ッ パ を ピ ン に 押 し 込 む こ と で 、 取 付 孔 か ら ピ ン を 容 易 に 抜 け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ は 第 ２ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ２ を 示 し た も の で 、 主 管 １ ０ １ は 長 さ ３ ３ １ ５ ｍ ｍ で
あ る 。 こ の 主 管 １ ０ １ に は 、 図 示 し た よ う に 、 ３ 本 の 束 材 １ ０ ２ と 両 方 向 計 ７ 本 の 斜 材 １
０ ３ が 溶 接 さ れ て い る 。 そ し て 、 主 管 １ ０ １ に は 、 ３ 本 の 束 材 １ ０ ６ と 両 方 向 計 ７ 本 の 斜
材 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ と ボ ッ ク ス 断 面 内 対 角 線 上 ３ 本 の 斜 材 １ ０ ９ が ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 さ れ
て い る 。
こ の 第 ２ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ２ も 、 前 述 し た 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ と 同 様 に
組 立 ・ 分 解 ・ 折 り 畳 み が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ は 第 ３ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ３ を 示 し た も の で 、 主 管 １ ０ １ は 長 さ ２ ０ ４ ０ ｍ ｍ で
あ る 。 こ の 主 管 １ ０ １ に は 、 図 示 し た よ う に 、 ２ 本 の 束 材 １ ０ ２ と 両 方 向 計 ４ 本 の 斜 材 １
０ ３ が 溶 接 さ れ て い る 。 そ し て 、 主 管 １ ０ １ に は 、 ２ 本 の 束 材 １ ０ ６ と 両 方 向 計 ４ 本 の 斜
材 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ と ２ 本 の 斜 材 １ ０ ９ が ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 さ れ て い る 。
こ の 第 ３ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ３ も 、 前 述 し た 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ と 同 様 に
組 立 ・ 分 解 ・ 折 り 畳 み が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ６ は 第 ４ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ４ を 示 し た も の で 、 主 管 １ ０ １ は 長 さ １ １ ９ ０ ｍ ｍ で
あ る 。 こ の 主 管 １ ０ １ に は 、 図 示 し た よ う に 、 ２ 本 の 束 材 １ ０ ２ と 両 方 向 各 １ 本 の 斜 材 １
０ ３ が 溶 接 さ れ て い る 。 そ し て 、 主 管 １ ０ １ に は 、 ２ 本 の 束 材 １ ０ ６ と 両 方 向 各 １ 本 の 斜
材 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ と ボ ッ ク ス 断 面 内 対 角 線 上 ２ 本 の 斜 材 １ ０ ９ が ピ ン 及 び ボ ル ト 結 合 さ れ
て い る 。
こ の 第 ４ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ４ も 、 前 述 し た 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ と 同 様 に
組 立 ・ 分 解 ・ 折 り 畳 み が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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図 ７ は 第 ５ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ５ を 示 し た も の で 、 主 管 １ ０ １ は 長 さ ７ ６ ５ ｍ ｍ で あ
る 。 こ の 主 管 １ ０ １ に は 、 図 示 し た よ う に 、 ４ 面 に お い て 、 ２ 本 の 束 材 １ ０ ２ と 一 方 向 １
本 の 斜 材 １ ０ ３ と ボ ッ ク ス 断 面 内 対 角 線 上 １ 本 の 斜 材 １ ５ １ が 溶 接 さ れ て い る 。
こ の 第 ５ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ５ は 、 前 述 し た 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ と は 異 な
り 、 組 立 ・ 分 解 ・ 折 り 畳 み 不 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ８ は ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０ を 示 し た も の で 、 溝 形 鋼 に よ る ベ ー ス 材 ２ １ 、 ２ ２ を 平 面 視 で
交 差 さ せ て 井 桁 状 に 溶 接 し て な る 。 そ し て 、 そ の 平 面 視 井 桁 状 の ベ ー ス 材 ２ １ 、 ２ ２ の 交
差 部 に 鞘 管 ２ ３ が 溶 接 し て 備 え ら れ て い る 。 こ の 鞘 管 ２ ３ は 、 前 記 主 管 １ ０ １ が 挿 入 さ れ
る も の で 、 ２ 個 の 結 合 孔 ２ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
こ の ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０ は 組 立 ・ 分 解 ・ 折 り 畳 み 不 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ９ は 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 示 し た も の で 、 長 さ １ ０ ２ ０ ｍ ｍ の 主 管 １ ０ １ を 縦 横 に 交 差 さ
せ て 平 面 視 ・ 正 面 視 ・ 側 面 視 と ６ 方 向 か ら 見 て 井 桁 状 に 溶 接 し て な る 。 そ し て 、 主 管 １ ０
１ に は 、 図 示 し た よ う に 、 ４ 面 に お い て 、 一 方 向 １ 本 の 斜 材 １ ０ ３ と ボ ッ ク ス 断 面 内 対 角
線 上 １ 本 の 斜 材 ３ １ が 溶 接 さ れ て い る 。 ま た 、 主 管 １ ０ １ の 交 差 部 に は ブ レ ー ス 材 取 付 用
ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ が 溶 接 し て 備 え ら れ て い る 。
こ の 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ も 組 立 ・ 分 解 ・ 折 り 畳 み 不 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ ０ は 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ 部 分 を 示 し た も の で 、 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ は 鋼 鈑 を 断 面 Ｕ 形 に 加 工 し
て な る 。 こ の 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ は 主 管 １ ０ １ の 突 き 合 わ せ 部 外 周 面 に 被 せ て 使 用 す る も の で
あ る 。
す な わ ち 、 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ に は 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 突 き 合 わ せ た 状 態 の 主 管
１ ０ １ の ２ 個 の 結 合 孔 １ ０ １ ａ に 対 応 す る ４ 個 の 結 合 孔 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、
ボ ル ト ４ ２ は 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 頭 部 ４ ３ を 有 す る 軸 部 ４ ４ か ら ね じ 部 ４ ５
の 手 前 に 細 径 と な る テ ー パ 部 ４ ６ を 有 す る も の で 、 ワ ッ シ ャ ４ ７ 及 び ナ ッ ト ４ ８ と 組 み 合
わ せ て 使 用 す る 。
こ こ で 、 テ ー パ 部 ４ ６ 付 き ボ ル ト ４ ２ は 、 取 付 時 に 孔 合 わ せ を 容 易 に し 、 か つ 、 ね じ 山 の
損 傷 を 防 止 す る た め に 用 い て い る 。 ま た 、 一 般 的 に 市 販 さ れ て い る 足 場 固 定 金 具 と 同 サ イ
ズ の ナ ッ ト 形 に し て 締 め 付 け 工 具 の 統 一 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ １ は 補 強 材 ５ ０ を 示 し た も の で 、 補 強 材 ５ ０ は 梁 に 用 い て 前 記 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス 同
士 を 連 結 す る 場 合 に 用 い る 。 す な わ ち 、 こ の 補 強 材 ５ ０ は ボ ル ト 結 合 す る 前 記 斜 材 と 同 様
の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ ２ は ブ レ ー ス 材 ６ ０ を 示 し た も の で 、 こ の ブ レ ー ス 材 ６ ０ は 長 尺 ロ ッ ド ６ １ の 両 側 に
形 成 さ れ た ね じ 部 ６ ２ 、 ６ ３ に タ ー ン バ ッ ク ル 金 具 ６ ４ 、 ６ ５ を そ れ ぞ れ 備 え た 長 さ 変 更
自 在 タ イ プ の 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ ３ は 回 転 ピ ー ス ７ ０ を 示 し た も の で 、 こ の 回 転 ピ ー ス ７ ０ は ボ ル ト 結 合 部 ７ １ を 支 点
と し て 互 い に 回 転 可 能 に 組 み 付 け た 一 対 の ピ ー ス ７ ２ 、 ７ ３ か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の パ ー ツ 構 成 に お い て 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 適 所 に 設 置 さ れ た ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０
上 の 鞘 管 ２ ３ に 主 管 １ ０ １ 端 部 を 挿 入 し 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ を 用 い ボ ル ト 結 合 し て 第 １ の 軽 量
ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ に よ る 柱 を 建 て る 。 こ の 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ に よ る 柱 の 上
に 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 接 続 し 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ を 用 い ボ ル ト 結 合 し て 固 定 す る 。 そ し て 、 交
差 ブ ロ ッ ク ３ ０ の 横 方 向 間 に 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ や 第 ４ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス
１ ４ や 第 ５ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ５ を 接 続 し 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ を 用 い ボ ル ト 結 合 し て 梁 を
掛 け 渡 す 。 こ の 場 合 、 梁 の 接 続 部 間 に お い て 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ 間 に 補 強 材 ５ ０ を Ｘ 状 に
掛 け 渡 し て お く 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ 上 に 第 ３ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ３ を 接 続 し 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ を
用 い ボ ル ト 結 合 し て 上 階 の 柱 を 建 て る 。 こ の 第 ３ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ３ に よ る 柱 の 上
に 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ を 接 続 し 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ を 用 い ボ ル ト 結 合 し て 固 定 す る 。 そ し て 、 交
差 ブ ロ ッ ク ３ ０ の 横 方 向 間 に 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ や 第 ４ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス
１ ４ や 第 ５ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ ５ を 接 続 し 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ を 用 い ボ ル ト 結 合 し て 上 階
の 梁 を 掛 け 渡 す 。 こ の 場 合 も 、 上 階 の 梁 の 接 続 部 間 に お い て 、 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ 間 に 補 強
材 ５ ０ を Ｘ 状 に 掛 け 渡 し て お く 。
そ の 後 、 対 角 線 上 に あ る 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ の 間 に ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ を 利 用 し ブ レ ー ス 材 ６ ０
を Ｘ 状 に 掛 け 渡 し て 引 張 力 を 付 与 す る 。
こ う し て ロ ン グ ス パ ン 足 場 防 護 設 備 １ が 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 、 本 発 明 に 係 る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム に よ れ ば 、 以 下 の 利 点 が 得 ら れ る 。
１ ） 主 管 １ ０ １ は 足 場 パ イ プ と 同 径 （ ４ ８ ． ６ ｍ ｍ ） の た め 、 取 り 扱 い が 簡 単 で あ る 。
２ ） ボ ル ト 結 合 の み で 組 立 可 能 で あ る 。
３ ） ボ ッ ク ス ト ラ ス 自 重 が 非 常 に 軽 く 、 人 力 で 組 立 ・ 解 体 作 業 で き る （ 四 角 支 柱 と 同 程 度
） 。
４ ） ロ ン グ ス パ ン に も 対 応 可 能 で あ る 。
５ ） ボ ッ ク ス ト ラ ス の 種 類 （ 長 さ ） が 多 く 、 ス パ ン 並 び に 高 さ 調 整 が 容 易 で あ る 。
６ ） 四 角 支 柱 よ り 断 面 性 能 が 大 き く 、 許 容 耐 力 を 大 き く と る こ と が で き る 。
７ ） ６ 方 向 部 材 が あ る た め 、 立 体 形 状 の 組 立 が 容 易 で 堅 固 に 構 築 で き る 。
８ ） ボ ッ ク ス ト ラ ス が 折 り 畳 め る た め 、 輸 送 コ ス ト を 低 減 で き る 。
９ ） 立 体 ト ラ ス の ボ ル ト を 取 り 外 し 、 溶 接 面 の み の ト ラ ス と し て も 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 第 ２ の 実 施 形 態 〕
図 １ ４ は 仮 受 支 保 工 ２ に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 は 、 図 示 の よ う に 、 躯 体 ６ の 間 に 掛 け 渡 す 鉄 骨 構 造 物 ７ の 仮 受 支
保 工 ２ を 、 前 述 し た 本 発 明 に 係 る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム に よ り 構 築 し た も の で あ る
。 こ の 仮 受 支 保 工 ２ は 、 仮 設 作 業 ス テ ー ジ 設 備 と し て も 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 の よ う に 、 構 造 的 に は シ ン プ ル な 構 成 で あ り 、 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ 、 １ ２ 、 １ ３
、 １ ４ 、 １ ５ ・ ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０ ・ 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ ・ 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ ・ 補 強 材 ５ ０ ・
ブ レ ー ス 材 ６ ０ 等 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 柱 ２ ０ １ を 建 て 、 梁 ２ ０ ２ を 掛 け 渡 し て 、 鉛 直
荷 重 ・ 水 平 荷 重 に 対 し 堅 固 に 支 持 す る こ と が で き る 仮 受 支 保 工 ２ を 構 築 で き る 。
そ し て 、 以 上 の 実 施 形 態 の よ う に 、 構 築 後 に 狭 い 空 間 の 中 で ク レ ー ン で の 解 体 が で き な い
こ と が 多 い よ う な 鉄 骨 構 造 物 ７ （ ま た は コ ン ク リ ー ト 構 造 物 ） 等 を 構 築 す る 際 の 仮 受 支 保
工 ２ を 仮 設 作 業 ス テ ー ジ 設 備 も 兼 ね た も の と し て 利 用 で き る 。
こ の よ う に 、 仮 受 支 保 工 ２ に 、 本 発 明 に 係 る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム を 使 う こ と で 、
人 力 に よ る 解 体 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 作 業 性 ・ 安 全 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 折 り 畳
み で き る こ と で 、 仮 置 き ス ペ ー ス も 少 な く て 済 む 。 更 に 、 例 え ば 、 支 保 工 脚 部 に 移 動 台 車
を 配 置 す る こ と で 、 細 長 い 構 造 物 を 構 築 す る 際 に は 、 移 動 支 保 工 （ 移 動 ス テ ー ジ ） と し て
、 盛 り 替 え な が ら 進 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 第 ３ の 実 施 形 態 〕
図 １ ５ は 倉 庫 （ ま た は 車 庫 ） ３ に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 は 、 図 示 の よ う に 、 倉 庫 （ ま た は 車 庫 ） ３ を 、 前 述 し た 本 発 明 に
係 る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム に よ り 構 築 し た も の で 、 柱 ３ ０ １ 及 び 梁 ３ ０ ２ の 上 に 載
せ る 屋 根 ３ ０ ３ の 端 部 に は 回 転 ピ ー ス ７ ０ を 使 用 し て い る 。 こ の よ う に 、 軽 量 ボ ッ ク ス ト
ラ ス １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ ・ ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０ ・ 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ ・ 連 結 Ｕ 金
具 ４ ０ ・ 補 強 材 ５ ０ ・ ブ レ ー ス 材 ６ ０ ・ 回 転 ピ ー ス ７ ０ 等 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 柱 ３ ０
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１ を 建 て 、 梁 ３ ０ ２ を 掛 け 渡 し 、 更 に 、 屋 根 ３ ０ ３ を 載 せ て 、 倉 庫 （ ま た は 車 庫 ） ３ を 構
築 す る 。 な お 、 ３ ０ ４ は 水 平 ブ レ ー ス 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
以 上 の よ う に 、 簡 易 的 な 倉 庫 （ ま た は 車 庫 ） ３ の 骨 組 み 部 材 と し て も 利 用 で き 、 屋 根 ３ ０
３ に 水 勾 配 が 必 要 な 場 合 は 、 角 度 調 整 が で き る 回 転 ピ ー ス ７ ０ を 用 い る こ と で 、 任 意 の 勾
配 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
こ こ で 、 用 途 に 応 じ て 外 装 に は 折 版 ・ シ ー ト 等 を 施 し 、 ま た 、 風 等 の 影 響 も 受 け る た め 軽
微 な 基 礎 を 設 け て 固 定 す る 必 要 が あ る 。 そ の 場 合 、 ユ ニ ッ ト パ ネ ル 状 の 外 装 材 を 採 用 し 、
本 発 明 に 係 る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム の パ ー ツ を 組 み 合 わ せ る こ と で 簡 単 に 組 立 ・ 解
体 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 第 ４ の 実 施 形 態 〕
図 １ ６ は 移 動 式 展 示 場 ４ に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 は 、 図 示 の よ う に 、 移 動 式 展 示 場 ４ を 、 前 述 し た 本 発 明 に 係 る 軽
量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム に よ り 構 築 し た も の で 、 柱 ４ ０ １ の 最 下 端 に 走 行 車 輪 ８ ０ を 備
え て い る 。 一 方 、 地 盤 に は 平 行 す る 軌 条 ８ を 敷 設 し て お く 。 こ の よ う に 、 軽 量 ボ ッ ク ス ト
ラ ス １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ ・ ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０ ・ 交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ ・ 連 結 Ｕ 金
具 ４ ０ ・ 補 強 材 ５ ０ ・ ブ レ ー ス 材 ６ ０ ・ 走 行 台 車 ８ ０ 等 を 組 み 合 わ せ て 、 柱 ３ ０ １ 及 び 梁
３ ０ ２ を 組 み 上 げ て 走 行 台 車 ８ ０ を 備 え る 移 動 式 展 示 場 ４ を 構 築 す る 。 そ し て 、 平 行 に 敷
設 さ れ た 軌 条 ８ の 上 に 走 行 台 車 ８ ０ を 載 せ る 。 な お 、 必 要 に 応 じ て 外 装 に は 折 版 ・ シ ー ト
等 を 施 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
以 上 の よ う に 、 予 め 軌 条 ８ の 設 備 を 配 置 し 、 小 型 の 走 行 台 車 ８ ０ を 用 い 、 更 に は 全 天 候 型
の 上 屋 を 設 け る こ と で 、 移 動 展 示 場 ４ （ ま た は 遊 技 場 等 ） の 雨 天 時 防 護 施 設 し て 利 用 す る
こ と で き る 。 ま た 、 移 動 方 式 は 小 型 で あ れ ば 軽 量 で あ る た め 、 手 動 で も 行 え る が 、 大 型 の
場 合 は 簡 易 的 な 駆 動 装 置 を 設 け て 自 由 に 移 動 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 第 ５ の 実 施 形 態 〕
図 １ ７ か ら 図 １ ９ は 煙 突 解 体 防 護 設 備 ５ に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る 。
と こ ろ で 、 近 年 、 ダ イ オ キ シ ン 施 設 の 汚 染 規 制 が 厳 し く な り 、 焼 却 炉 ・ 排 気 筒 設 備 の 廃 棄
が 急 増 傾 向 に あ る 。 例 え ば 、 排 気 筒 は 高 さ 約 ５ ０ ｍ 程 度 で 完 全 に 外 周 を 覆 っ て 解 体 作 業 を
行 う 必 要 が あ る 。
す な わ ち 、 こ の 実 施 形 態 は 、 図 １ ７ か ら 図 １ ９ に 示 し た よ う に 、 高 い 排 気 筒 ９ を 囲 む 高 層
ビ ル の よ う な 骨 組 み と し て 、 前 述 し た 本 発 明 に 係 る 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム に よ り 煙
突 解 体 防 護 設 備 ５ を 構 築 す る 。 こ の 煙 突 解 体 防 護 設 備 ５ は 解 体 作 業 用 の 足 場 も 兼 ね る 。
こ の よ う に 、 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス １ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ ・ ベ ー ス ブ ロ ッ ク ２ ０ ・
交 差 ブ ロ ッ ク ３ ０ ・ 連 結 Ｕ 金 具 ４ ０ ・ 補 強 材 ５ ０ ・ ブ レ ー ス 材 ６ ０ 等 を 組 み 合 わ せ て 、 柱
５ ０ １ 及 び 梁 ５ ０ ２ を 組 み 上 げ て 足 場 を 兼 ね た 煙 突 解 体 防 護 設 備 ５ を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 の よ う に 、 ダ イ オ キ シ ン 飛 散 防 止 の た め の 防 護 設 備 の 骨 組 み と し て 、 本 発 明 に 係 る 軽
量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム を 利 用 し 、 ユ ニ ッ ト パ ネ ル 状 の 外 装 シ ー ト を 取 り 付 け て 構 築 す
る こ と で 、 支 配 的 な 風 荷 重 に 対 し 強 固 な 煙 突 解 体 防 護 設 備 ５ を 構 築 す る こ と が で き る 。 更
に 、 作 業 足 場 と し て も 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 介 し て 足 場 パ イ プ や 他 の 資 材 ・ 機 材 を 組 み 合
わ せ る こ と が で き る た め 、 経 済 性 が 向 上 す る な ど メ リ ッ ト が 多 い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 以 上 の 各 実 施 形 態 の 他 、 本 発 明 の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム は 多 目 的 に 活 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 以 下 の 利 点 が 得 ら れ る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-270403 A 2004.9.30



１ ） 軽 量 化 し た ト ラ ス 部 材 構 成 で あ る た め 、 人 力 で の 組 み 立 て が 容 易 で あ る 。
２ ） 各 種 パ ー ツ が 揃 っ て い る た め 、 任 意 の 形 状 に 組 み 立 て る こ と が で き る 。
３ ） 標 準 ボ ッ ク ス ト ラ ス は 折 り 畳 み が で き る た め 、 収 納 ス ペ ー ス を 取 ら ず 、 輸 送 効 率 が 向
上 し 、 コ ス ト を 低 減 で き る 。
４ ） 交 差 ブ ロ ッ ク を 用 い る こ と で 、 し っ か り と し た 立 体 ト ラ ス 構 成 で あ る た め 、 比 較 的 重
荷 重 に 耐 え る こ と が で き る 。
５ ） 主 要 部 材 構 成 が 足 場 パ イ プ と 同 径 の 主 管 ４ 本 で あ り 、 仮 受 け 支 保 工 ・ 大 ス パ ン 足 場 な
ど の 仮 設 設 備 に 適 用 で き 、 既 存 の 市 販 金 具 も 利 用 で き る た め 、 一 般 的 な 建 設 現 場 で 複 合 的
に 利 用 す る こ と が で き 、 使 用 用 途 が 広 い 。
６ ） 工 事 現 場 の 仮 設 設 備 の み な ら ず 、 一 般 的 な 倉 庫 ・ 車 庫 ・ 簡 易 展 示 場 等 の 構 築 に 利 用 で
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ り 得 ら れ る 効 果 に 加 え 、 軽 量
ボ ッ ク ス ト ラ ス に よ り 組 み 上 げ ら れ る 柱 と 梁 を 、 ボ ッ ク ス 状 に 主 管 を 接 合 し て な る 交 差 ブ
ロ ッ ク に よ り 強 固 に 結 合 で き る と い っ た 利 点 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス シ ス テ ム を 適 用 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す も
の で 、 ロ ン グ ス パ ン 足 場 防 護 設 備 に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ
） で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 用 い て 折 り 畳 み 状 態 か ら の 組 み 立 て 順 序 を 示 し た 概
略 斜 視 図 （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） 、 （ ｅ ） 、 （ ｆ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ
） で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ
） で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ
） で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ５ の 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ
） で あ る 。
【 図 ８ 】 ベ ー ス ブ ロ ッ ク を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 ９ 】 交 差 ブ ロ ッ ク を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 、 正 面 図 （ ｂ ） 及 び 側 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 連 結 Ｕ 金 具 部 分 を 示 し た 正 面 図 （ ａ ） 及 び 断 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 １ １ 】
補 強 材 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】
ブ レ ー ス 材 を 示 し た 平 面 図 （ ａ ） 及 び 正 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 １ ３ 】
回 転 ピ ー ス を 示 し た 側 面 図 （ ａ ） 及 び 正 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 １ ４ 】
第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 仮 受 支 保 工 に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 し た 概 略 正
面 図 （ ａ ） 及 び 概 略 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 １ ５ 】
第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 倉 庫 （ ま た は 車 庫 ） に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 し
た 概 略 正 面 図 （ ａ ） 及 び 概 略 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 １ ６ 】
第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 移 動 式 展 示 場 に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 し た 概 略
正 面 図 （ ａ ） 及 び 概 略 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 １ ７ 】
第 ５ の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 煙 突 解 体 防 護 設 備 に 適 用 し た 実 施 形 態 を 示 し た

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-270403 A 2004.9.30



概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】
図 １ ７ の 矢 印 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ 方 向 か ら そ れ ぞ れ 見 た 図 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ）
、 （ Ｄ ） で あ る 。
【 図 １ ９ 】
図 １ ８ （ Ｃ ） の 矢 印 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ ， ｆ 線 に そ れ ぞ れ 沿 っ た 断 面 図 （ ａ ）
、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） 、 （ ｄ ） 、 （ ｅ ） 、 （ ｆ ） と 矢 印 ｇ 方 向 か ら 見 た 平 面 図 （ ｇ ）
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ロ ン グ ス パ ン 足 場 防 護 設 備
２ 　 仮 受 支 保 工 （ 及 び 作 業 ス テ ー ジ 設 備 ）
２ ０ １ 　 柱
５ ０ ２ 　 梁
３ 　 倉 庫 （ ま た は 車 庫 ）
３ ０ １ 　 柱
３ ０ ２ 　 梁
３ ０ ３ 　 屋 根 骨 組 み
４ 　 移 動 式 展 示 場
４ ０ １ 　 柱
４ ０ ２ 　 梁
５ 　 煙 突 解 体 防 護 設 備
５ ０ １ 　 柱
５ ０ ２ 　 梁
６ 　 躯 体
７ 　 鉄 骨 構 造 物
８ 　 軌 条
９ 　 排 気 筒
１ １ 、 １ ２ 、 １ ３ 、 １ ４ 　 折 り 畳 み 式 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス
１ ０ １ 　 主 管
１ ０ １ ａ 　 結 合 孔
１ ０ ２ 、 １ ０ ６ 　 束 材
１ ０ ３ 、 １ ０ ７ 、 １ ０ ８ 、 １ ０ ９ 　 斜 材
１ ０ ４ 、 １ ０ ５ 　 ブ ラ ケ ッ ト
１ ５ 　 軽 量 ボ ッ ク ス ト ラ ス
１ ５ １ 　 斜 材
２ ０ 　 ベ ー ス ブ ロ ッ ク
２ １ 、 ２ ２ 　 ベ ー ス 材
２ ３ 　 鞘 管
２ ３ ａ 　 結 合 孔
３ ０ 　 交 差 ブ ロ ッ ク
３ １ 　 斜 材
３ ２ 　 ブ ラ ケ ッ ト
４ ０ 　 連 結 Ｕ 金 具
４ １ 　 結 合 孔
４ ２ 　 ボ ル ト
４ ６ 　 テ ー パ 部
４ ８ 　 ナ ッ ト
５ ０ 　 補 強 材
６ ０ 　 ブ レ ー ス 材
６ １ 　 長 尺 ロ ッ ド
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６ ２ 、 ６ ３ 　 ね じ 部
６ ４ 、 ６ ５ 　 タ ー ン バ ッ ク ル
７ ０ 　 回 転 ピ ー ス
７ １ 　 ボ ル ト 結 合 部
７ ２ 、 ７ ３ 　 ピ ー ス
８ ０ 　 走 行 台 車
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